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坂町文化財 №19 23回シリーズで坂町文化財保護委員の皆さんが、史跡案内看板設置箇所
をご紹介します。見慣れた町の風景に新しい発見がありますように。

まちをぶらり～六字岩～
　昔から「六字岩」と呼ばれている暗礁が鯛尾地区の沖合に
あります。この暗礁は、１年のうち２～３回だけ大潮の時、
姿を見せますが、この名前のいわれは、天正４（1576）年ま
でさかのぼります。
　当時、天下統一を目指していた織田信長が大坂石山本願寺
を攻略していた折、本願寺に加担していた毛利氏は、水軍を
派遣し、木津川河口で織田水軍との海戦に勝利しました。そ
の功により、南無阿弥陀仏と書かれた六字の名号を本願寺から頂き広島に帰る途中、播
磨灘で嵐に遭ったため、この名号を投げ入れたところ嵐がおさまりました。そして、広
島湾鯛尾の沖合まで帰ったとき暗礁に舵が引っ掛かったため、潜って調べたところ、そ
こに六字の名号があったそうです。このいわれから坂町ではこの暗礁が「六字岩」と言
い伝えられています。鯛尾公園近くの海岸に「六字岩」の案内看板があります。ここま
で足を延ばして、往時を偲んでみてはいかがですか。

　10月といえば、待ちに待った秋祭りが開催される月。コロナ禍で
祭りも縮小が続いていましたが、今年は盛大に開催されるようです。

　左の写真は、昭和30年代の八幡神社の秋祭り
で、寄進の行事を終えた曳船を先頭に、森浜の
屋台、浜宮の頂載、中村の屋台を神社側から撮
影したものである。この後に、刎条の頂載、西
側・上條の獅子、最後に御輿と続き、寄進物が
並び揃った時が祭りのクライマックスである。
現在も変わらず引き継がれている。

　右の写真は、昭和28年小屋浦新宮社の秋祭
りで、頂載を囲んで小屋浦青年団が集合してい
る写真である。現在でも、秋祭りへの思いは強
く、町外に出た人でも、祭りとなると不思議と
頂載を担ぎに地元に帰ってくるという。宵祭り
で青年団等が鬼に扮し地区内を駆け巡るのは、
小屋浦ならではの風景。最近では忍者も出現
し、見応えがある。
 ［『通史（現代）・地理編』『生活文化編』より］

第115回　坂町のいまむかし（秋祭りの風景）
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今　月　の　納　税
口座振替日　10月26日（木）
　口座振替の登録をされて
いる方は、口座振替日の前
日までに残高の確認をお願
いします。

10月31日（火）
町県民税 第３期分
国民健康保険税 第４期分
介護保険料（１号） 第７期分
後期高 者医療保険料 第４期分

坂町の人口と世帯
（９月１日現在）

 　男： 6,129人  （前月比－18）
 　女： 6,606人  （前月比－19）
 　計：12,735人  （前月比－37）
 世帯数：  5,808世帯（前月比－19）
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診療時間　９時～17時30分　　　休診時間　13時～14時

　受診を迷うときは、＃8000こどもの救急電話相談（毎日、19時から翌朝８時ま
で）、＃7119成人の救急電話相談（24時間365日）もご利用ください。

今月の休日当番医
日付 坂町・熊野町 府中町 海田町 広島市安芸区
１日
（日）

クリニックたなべ整形外科
☎884－4155

向洋こどもクリニック
☎287－3266

森原内科胃腸科医院
☎822－5550

松石病院（整形外科・内科）
☎823－0003

８日
（日）

児玉クリニック
（内科・外科・胃腸科）
☎855－4700

やまだ眼科
☎287－2123

津田産婦人科クリニック
☎821－0303

畑川小児科医院
☎823－8181

９日
（月・祝）

岡原内科皮ふ科クリニック
☎561－0303

菊川皮ふ科医院
☎823－7111

津丸内科医院
☎888－4561

15日
（日）

済生会広島病院
（内科・外科・整形外科）
☎884－2566

太田整形外科
☎510－5107

岸本医院（眼科）
☎823－6298

シラネ外科胃腸科
☎892－1500

22日
（日）

宗盛医院（内科）
☎854－1111

白根耳鼻咽喉科
☎510－3322

くすおか整形外科クリニック
☎824－0505

いいだ眼科
☎822－1146

29日
（日）

だて耳鼻咽喉科クリニック
☎884－4133

みはら内科クリニック
☎286－1177

山本整形外科病院
☎822－3000

安芸市民病院
（内科・外科・小児科）
☎827－0121
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